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ウドの半緑化促成栽培技術の確立

第1報　促成温度が収量及び品質に及ぼす影響
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1　は　じ　め　に

ウドの半緑化促成栽培は需要の増加‖こ伴い，その栽培面

積は全国的に拡大している。本県においても冬期間の収入

源として注目されており．庄内，最上地方の中山間地等を

中心に面頓の拡大が図られている。しかし，本県を含めた

寒冷地等においては．促成用根株の養成方法や促成方法に

ついての技術が確立されておらず，生産者が試行錯誤しな

がら生産している現状にある。このことから，促成栽培に

おける促成条件，その中の促成温度について1988年～1989

年度に試験を行ったので，その結果を報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験年次1988年～1989年

（2）試験区の構成　　　　萌芽まで　　　萌芽後

1　　25℃　　　　　15℃

2　　　〝　　　　　18℃

3　　20℃　　　　15℃

4

（3）試験区の規模及び区制

18℃

l区5株　単区制

（4）栽培概要

1）供試品種　愛知坊主系

2）株掘り上げ11月14日

3）伏せ込み時期1月27日

4）軟白資材　モミガラ（厚さ30cm）とし，萌芽揃い

まではシルバーポリ被覆により暗黒条件に，その後，

所定の温度に設定し，温度の安定を確保した後，モ

ミガラ披覆とした。

3　試験結果及び考案

1988年度は1月10日に1区10株を伏せ込んで試験を行なっ

た。
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図1　伏込み床の地温変化（半句別）

表1伏せ込み株の状況　　　　　　（5株平均）

萌芽

まで

萌芽

後

株 垂

lg）

芽　　 り　　　　 合計

（あ 思　 慮 儲 † （㈲

20 15℃ 1，124．0 0．6　 3．6　 2．8　　 4．2　　 7．0

℃ 18℃ 1，200．0 0．4　 3．6　 3．6　　 4．0　　 7．6

25 15℃ 1．050．0 0．4　 3．6　 3．2　　 4．0　　 7．2

℃ 18℃ 1，044．0 0．4　 3．6　 2．8　　 4．0　　 6．8

注．＊：：芽の大きさ　　大
中
小

3．5cm以上
2．5cm～3．4cm

1．5cm～2．4cm

1989年度は1月10日に1区10株で試験を実施したが，25

℃区の株が腐敗したため，1月27日に再試験した。

（1）萌　芽

萌芽揃いまで20℃に設定した区では伏せ込み後8uRに

萌芽開始となり，12日で萌芽揃いとなった。明芽揃いまで

25℃に設定した区は5日目に萌芽開始となったが，9日目

に株の腐敗を確認したため，その後は萌芽後の温度で管理

した。このため．25℃の萌芽揃いの確認は行わなかった。
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（2）収　出

萌芽揃いまで25℃に設定した区はその後も所定の温度で

管理し収穫したが，株の腐敗が進行し低収となった。25℃

区において，1988年度は萌芽期には株の腐敗は認められな

かったが，収穫終了時には株の腐敗が確認され，1989年度

蓑2　伏せ込み後時期別収量

と同様の結果となった。

萌芽揃いまで20℃に設定した区においては早期収量，総

収蛍とも萌芽後18℃に設定した区がまさり，伏せ込み芽に

対する収穫本数割合も多くなった。更に，階級別収量にお

けるL以上割合も18℃区がすぐれ，商品収量も多くなった。

（5株当たり）

萌 芽

ま で
萌 芽 後

30 一一 39 日 4 0 － 4 9 日 5 0 ～ 5 9 日 合　　　 計 収 穫 割 合

本 数　 重 量 本 数　 垂　 塵 本 数　 重 量 本 数　 重 量 合 計 比　 大 中 比
（本）　 （g ） （本ノ　　 （g ） （本）　 （g ） （本）　 （g ） t御　　 仁柳

20 ℃
1 5 ℃ 5　　　　 7 13 15　　 1，9 8 9 3　　　 30 2 2 3　　 3 ．0 0 4 6 5．7　 10 9 ．5

18 ℃ 15　　 2，4 16 12　　 1．3 4 1 0　　　　　 0 2 7　　 3 ．7 5 7 7 1．1　 13 5 ．0

2 5 ℃
1 5 ℃ 4　　　　 65 6 7　　　　 85 9 0　　　　　 0 1 1　 1－5 15 3 0 ．6　　　 5 5．0

18 ℃ 5　　　　 74n 10　 1．15 6 0　　　　　 0 15　　 1，8 9 7 4 4 ．1　　 7 5．0

蓑3　階級別収量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5株当たり）

萌芽

まで

萌芽

後

2 L

本数 重量

L　　　　　 M　　　　　 S　　　　　 外 商 品 計　 10 a 当たり

本数　 重量　 本数　 重量　 本数　 重量　 本数　 重量 本数　 重量　 本数　 重量
（本） （g） （本）　 触） （本） （g） （本） （kd　 （本）　 帖 I （本） （g ） （本）　 帰

20℃
15℃ 0　　　 0 2　　 388　 9　 1，379　 9　 1，017　 3　　 220 20　 2，784　5，714 795．4

18℃ 1　　 227 7　 1．305 11 1．547　 2　　 226　 6　　 452 2 1　 3，305 6．000 944．3

25℃
15℃ 0　　　 0 3　　　 595　　 3　　 440　 2　　　 230　 3　　 250 8　 1，265 2．槌6 36 1．4

18℃ 1　　　 0 2　　 394　　 4　　 582　 6　　　 70 6　 3　　 215 12　 1．68 2 3，429 480．6

質

萌　平垂　草　　茎

芽 均量　丈　　長
後　（g）　kd kd
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注．＊1茎径：最長節間　＊2軟自節数：伸長節
＊3枚自重柄長：最長節閣下
＊4色　0：白　1：節部のみに赤斑　2：節部と節間に
赤斑　3：2の他に薄いベタ赤　4：2の他に濃
いべ夕赤

（3）品　質

萌芽揃いまで20℃に設定した区における萌芽後15℃区と

18℃区との比較では，18℃区が平均重量が重く，茎径が太

くなった。草姿に影響する炊自部彙柄長は18℃が長くなっ

たが，占占質に影響を及ぼすほどではなかった。軟白節数，

色については処理区間に差が見られなかった。

4　ま　　と　　め

を生産するための促成床温度について検討した。

その結果，萌芽まで25℃で管理した区と20℃で管理した

区との比較では，25℃では萌芽は早い傾向にあるが，株の

腐敗が発生し．生産が不安定であった。萌芽後の促成床温

度を15℃及び18℃で検討したところ，早期収量，給収量と

も18℃区が優れていた。収穫物の品質は処理区間に大きな

差が見られなかった。このことから，ウド半緑化促成栽培

の促成床温度は，萌芽まで20℃，萌芽後18℃にするのが良

ウド羊緑化促成栽培において収虫が多く．高品質なウド　　いと考えられる。
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